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日本産タマキスイ科 Cybocephalidae（コウチュウ目）
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Notes on the taxonomy of the Cybocephalidae (Coleoptera)

Sadatomo hisaMatsu

はじめに
筆者は主にケシキスイ科とその近縁科（ヒゲボ

ソケシキスイ科，タマキスイ科）の分類・系統学
的研究を行っている．これらの科の分類体系につ
いては，まだ完全ではないが筆者のホームページ

（久松，2015）で公開しているので参照頂きたい． 
さて，本稿ではあまり馴染みがないと思われる

タマキスイ科について解説し，日本産種を筆者の
論文（Hisamatsu, 2013）に基づいて紹介する． 

タマキスイ科とは
タマキスイ科とは，ヒラタムシ上科に所属する

体長 1 mm ほどの微小甲虫である．体色は黒一色
のものが多いが，頭部や前胸背板が黄色い種類（図
1，2），全身や一部が金属緑色の光沢を持つ種類（図
3）もいる．体を自由に丸めることが出来ることが
本科の特徴の一つだが，そのことからもタマキノ
コムシモドキ科やタマキノコムシ科に間違われる
こともある．

タマキスイ科の形態的特徴と生態について
主な形態的特徴は以下の通りである．成虫：1）

体長は 1 mm 内外，2）体を自由に丸めることが出
来る，3）頭部は極めて幅広く，前胸背板とほぼ
同じ幅，4）腹部気門が 5 対，5）跗節式 4-4-4，6）
metendosternite は stalk を欠く，7）触角は 10 ～ 11
節で，末端の 2，3 節が球桿となる．幼虫：8）大
あごは摩砕部 molar と大腮内葉 prostheca を欠く，
9） 頭 部 に dorsal sutures を 欠 く，10） 腹 部 11 節
は pregomphi と urogomphi を 欠 く（Smith & Cave, 
2006b；Cline et al., 2014）等が主な特徴である．

本科は捕食性で，主にマルカイガラムシ科とカ
タカイガラムシ科を捕食する．その他，コナジラ
ミ科 , コナカイガラムシ科 , ミカンハダニの捕食事
例もある（Hisamatsu, 2013）．このような食性を生
かし，一部の種は生物農薬としても利用されてい
る（Smith & Cave, 2006b）．

タマキスイ科の分類学的な位置の変遷
タマキスイ科は，ケシキスイ科の 1 亜科として扱

われたり（Jacquelin du Val, 1858; Murray, 1864; Horn, 
1879; Crowson, 1967; Kirejtshuk, 1992, 1994, 2008; 
Jelínek & Audisio, 2007, Jelínek, et al., 2010 ほか），独
立した科として扱われたり（Parsons, 1943; Audisio, 
1993; Endrödy-Younga, 1962, 1968; 久松 , 1985; Tian & 
Yu, 1994a, b; Yu & Tian, 1995; Tian & Peng, 1997; Tian, 
2006; Smith & Cave, 2006a, b, 2007a, b; Hisamatsu, 
2013 ほか），その分類学的な位置は昔から議論され
てきた．ここでは本科の分類学的位置の変遷を解説
する．

Cybocephalus 属 は Erichson (1844) に よ り， ケ シ
キスイ科の 1 属として記載された．その後，跗節
式 が 4-4-4 で あ る こ と を 根 拠 に，Jacquelin du Val 
(1858) により Cybocephalus をタイプ属として新亜
科 ‘Cybocephalites. Group 4’ が創設された．一方，
ケシキスイ科とは別の独立した科として扱ったの
は Böving & Craighead (1931) による幼虫形態の研
究からである．その後，ケシキスイ科との多数の
形態の差異が判明してきたため，近年は独立した
科として扱う研究者が多い．また，2014 年に発表
された分子系統解析（Bocak et al., 2014; Cline et al., 
2014）によると，本科は nitiduloid lineage（ケシキ
スイ科，ヒゲボソケシキスイ科，Smicripidae）とは
離れた分類群であることが示された．このように，
形態的にも分子系統解析の結果からも，本科はケ
シキスイ科とは異なる独立した科として扱うのが
妥当だと考えられる．

タマキスイ科の研究史
Cybocephalus 属は Erichson (1844) により創設さ

れたのち，1800 年代後半には Reitter や Grouvelle
に よ り 研 究 が 行 わ れ た．1900 年 代 中 期 以 降 は
Endrödy-Younga により精力的に研究が進められ，
旧北区の分類群（Endrödy-Younga, 1968），エチオピ
ア区（Endrödy-Younga, 1962, 1971）などで，多数の
属や種が記載された．また，1990 年代以降になる
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と中国産種の研究（Tian & Yu, 1994a, b; Yu & Tian, 
1995; Tian & Peng, 1997; Tian, 2006 ほか）や，新北
区の分類群についての研究（Smith & Cave, 2006a, 
2007a, b ほか）など，論文が次々と発表されている．
新熱帯区は Sharp (1891) による研究のほか，Smith 
& Cave (2007b) などの研究がある．東洋区の研究は
Kirejtshuk (1994)，Tian & Ramani (2003) 以外には少
なく，同地域からは今後も多数の未記載種が期待
される．本科の幼虫については Böving & Craighead 
(1931)，Hayashi (1978)，Cline et al. (2014) などの研
究がある．

日本産タマキスイ科
日 本 産 タ マ キ ス イ 科 に つ い て は，1971 年 に

Endrödy-Younga がキムネタマキスイを日本から記
載して以降，この 1 種が知られるのみであった．
その後筆者 Hisamatsu (2013) が再検討して 2 新種と
1 新記録種を認め，本種を含む 2 属 4 種にまとめた．
以下に各種について説明する．

1. キムネタマキスイCybocephalus (Cybocephalus) 
nipponicus Endrödy-Younga, 1971　
（図1，5，9，13，16）

［形態］♂ の頭部と前胸背板（図 1）は通常黄色い．
♀ は黒一色．上翅の点刻は大きく，中央部で複眼
の個眼よりも大きい．Median lobe（図 13） は側面
から見ると非常に細く，波打つように湾曲する．
［生態］14 種のマルカイガラムシ科の捕食例があ

る（Smith & Cave, 2007a）．ミカンハダニの捕食例
もあるが，Tanaka & Inoue (1980) による飼育実験に
よると，ヤノネカイガラムシを与えられた ♀ は 1
個体につき 3 つの卵を産んだが，ミカンハダニを
与えた場合には卵巣が発達せず卵を産むことはな
かったという．このことからミカンハダニは本来
の食性ではないことが示された．

［分布］アジア全域，ヨーロッパ南部，ミクロネ
シア，アメリカ東部，西インド諸島，日本（本州，
四国，九州，奄美）．
［備考］分布は広いが，Endrödy-Younga (1971) や 

Tian (2006) によれば，東南アジア，南太平洋起源
と考えられると言う．

2.  キガシラタマキスイ（新称）Cybocephalus 
(Cybocephalus) politissimus Reitter, 1898
（図2，6，10，14，17）

［形態］♂ は通常，頭部（図 2）のみが黄色い．
上翅の点刻は小さく，中央部で複眼の個眼よりも
小さい．Median lobe（図 14） は側面から見ると非
常に厚みがある．Tegmen（図 6）の形状は地域差
が著しい．
［生態］台湾では Aulacaspis yasumatsui Takagi（マ

ルカイガラムシ科）の捕食事例がある（Hisamatsu, 
2013）．
［分布］ヨーロッパ，ロシア（シベリア，極東地域），

中国（広東省），台湾，日本（本州，四国，九州，沖縄）．

3 .  ニジムネタマキスイ（新称） C y b o c e p h a l u s 
(Cybocephalus) chlorocapitis S-T. Hisamatsu, 2013
（図3，7，11，15，18）

［形態］頭部と前胸背板の表面（図 3）には金属
緑色の光沢があり，特に ♂ で著しい．前脛節は幅
広く，外角は幅広く丸まる．
［生態］不明．
［分布］日本（奄美，宮古島）．
［備考］金属緑色の光沢がある体色や雌雄交尾器，

前脛節の形状から，中国（雲南省）から知られる C. 
(C.) liui Tian，中国（広東省）から知られる C. (C.) 
chinensis Yu，そしてヨーロッパから知られる C. (C.) 
festivus Erichson に近縁だと考えられる．

Figs. 1–4. Lateral habitus of Cybocephalidae spp. 1, Cybocephalus (C.) nipponicus Endrödy-Younga; 2, C. (C.) politissimus Reitter; 3, 
C. (C.) chlorocapitis S-T. Hisamatsu; 4, Pastillus eminentithorax S-T. Hisamatsu. Scale bars = 1 mm.
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4. クロタマキスイPastillus eminentithorax S-T. 
Hisamatsu, 2013　（図4，8，12，19）

［形態］体（図 4）は強く隆起し，ほぼ半球状，
体色は雌雄ともに黒一色．触角は 10 節で，第 1 節
は三角形状に拡大し，第 9，10 節が球桿となる．
前胸背板の側縁は強く突出する．後基節間は狭く，
腹部腹板第 3 節は，後基節間で非常に細くなる．
後脛節は扁平で幅広い．
［生態］不明．冬季にケヤキの樹皮下で越冬して

いた記録がある（大木，2014）．
［分布］日本（本州，四国，九州，西表島）．
［備考］♂ は非常に少ないようで，Hisamatsu (2013)

では，合計 21 個体検視したうち，西表島の 1 個体
（ホロタイプ）のみだった．今後は飼育実験をして
性比を確認したり，幼虫の記載を行いたいと思っ
ているので，生体・乾燥標本ともにサンプルをご
提供頂けると幸いである．

日本産タマキスイ科の種までの検索表
1. 複眼は腹面側からは見えない．後胸腹板は

短く中胸腹板と同じ長さ．後基節間は幅狭
く，腹部第3腹板は基部が尖る．触角は10

節．..............................................クロタマキスイ
- 複 眼 は 腹 面 側 か ら も 見 え る ． 後 胸 腹 板

は 長 く 中 胸 腹 板 よ り も 長 い ． 後 基 節 間
は 幅 広 く ， 腹 部 第 3 腹 板 は 基 部 が 丸 ま
る．触角は11節．... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .2

2. 頭部と前胸背板は金属緑色．..............................
.................................................ニジムネタマキスイ

- 頭部と前胸背板は金属緑色ではない．........3
3. ♂の前胸背板は黄色．Median lobeは側面から見

ると細い．上翅の点刻は大きく，中央部で複
眼の個眼と同じ大きさ．........キムネタマキスイ

- ♂の前胸背板は黒色．Median lobeは側面か
ら 見 る と 厚 み が あ る ． 上 翅 の 点 刻 は 小 さ
く ， 中 央 部 で 複 眼 の 個 眼 よ り も 小 さ い ．
.... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .キガシラタマキスイ

世界のタマキスイ科の属
現在まで，世界からは，日本に分布する 2 属を

含めて 8 属 231 種の現生種と，2 属 6 種の化石種が
知られる．このうちの 1 属は化石種 3 種だけから
なる．本科のタイプ属の Cybocephalus 以外は，い
ずれも局所的に分布し，少数種が知られるだけで
ある．その概要は以下の通りである．

Figs. 5–15. Male genitalia of Cybocephalidae spp. 5, 9, 13, Cybocephalus (C.) nipponicus Endrödy-Younga; 6, 10, 14, C. (C.) politissimus 
Reitter; 7, 11, 15, C. (C.) chlorocapitis S-T. Hisamatsu; 8, 12, Pastillus eminentithorax S-T. Hisamatsu. 5–8, tegmen, ventral view; 
9–12, median lobe, ventral view; 13–15, median lobe, lateral view. Scale bars = 0.1 mm.
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1．Genus Cybocephalus Erichson, 1844
  1-1．Subgenus Cybocephalus Erichson, 1844: 本科の

総種数の約89％を占める代表的な属（亜属）
で日本から記録された3種を含めて極地を除く
全生物地理区から205種の現生種が知られ，他
に3種の化石種が始新世後期のBaltic amberから
記載されている．

  1-2．Subgenus Theticephalus Kirejtshuk, 1988：中東
～コーカサス地方～アフリカ大陸北部にかけ
て10種（亜種を含む）が知られている．

2．Genus Endrodiellus Endrödy-Younga, 1962：マダ
ガスカル産の1種のみが知られる．

3．Genus Hierronius Endrödy-Younga, 1968：カナリ
ア諸島より3種が知られる．

4．Genus Horadion Endrödy-Younga, 1976：カロリン
島とパラオ島に1種，アフリカから1種の計2種
が知られる

5．Genus Pastillodes Endrödy-Younga, 1968：アフリ
カ北部より2種が知られる．

6．Genus Pastillus Endrödy-Younga, 1962：アフリカ
から3種が知られていたが，Hisamatsu (2013)に
より日本から新たに1種が記載された．

7．Genus Pycnocephalus Sharp, 1891：中米から南米
に3種が知られる．

8．Genus Taxicephomerus Kirejtshuk, 1994：ベトナム
産の1種のみが知られる．

9．Genus Pastillocenicus Kirejtshuk & Nel, 2008：始
新世の琥珀（French amber）から得られた標本
に基づいて，3種が記載された．
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最近になり，上記の昆虫標本の観察方法に関す
る論文が出たので紹介する．

1 本目は雄交尾器内袋の観察方法で，細い注射
針を用いて内袋を膨らます従来のやり方を少し発
展させたものの紹介である．著者はこの方法で体
長 1 mm 程度のゾウムシの内袋も観察していると
いうのだから驚きである．2 本目は LEGO を組み
合わせて便利な標本の観察台を作ったという報
告．3 本目は交尾器などやや厚みのあるパーツを
顕微鏡で観察する際に，穴を空けたシリコンシー
トをスライドグラスに貼り付けて用いると便利
だ，という報告．

1 本目はともかく，2 本目と 3 本目はわざわざ
報告するほどのものか，とも思うが，こういった
細かい工夫も積極的に論文化することが現在求め
られていることなのかも知れない．

（吉富博之　愛媛大学ミュージアム）


